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Abstra(:t

As the power source for plectri丘cation of the NationalRailways theYamabe

PowerStation was planned by the Railway Corporation,andtwo sets of water

turbines and alternators were ordered to Hitachi,Ltd.,aS the first stepin the

development.

An alternator of 31,000kVA,made by Hitachi,Ltd.,WaS Ordered by the

NationalRailways for Senju Power Station for electrifyingitslines.It was

insta11ed in1936,being thelargest machine inJapan at that time.We have

been proud of their splendid work.

During the15years since then we have produced manylargealternators,

includingthe70,000kVAgenerator for the Sungaridam(inManchuria),and

gainedin ability.

Consequently,for the Yamabe generators we adoptedmanynewideasonthe

basis of experiences and researches duringthe15-year period.Thesuperiority

Of Hitachitechnique andits steady advanceトas been attested.

So these products have many specialfeatures.For example,the generator

e抗ciency,aS Shownin Table2,is excellelltly designed to minimizeeveryloss,

besides specialtreatment of･insulation.The rotorIl_aS utility model,amied to

improve the cooling effect,and the power station buildingis far smaller as

COmpeared with that of an ordinary power station producing,equalpower

through theinstallation of the Hitachipatent crane.

Thesealternators,built inaccordance to carefulresearch,are OutStanding

products sincethe war,and theyhavewithstoodeverytest,includingrunaway

Speed of3UOr･p･m･atHitachiWorks.Thetestsproved thatallthe characte･

ristics are sound and practical.

[Ⅰ]緒 盲
祈はl

6つ他讐占に

信た
ーしセノ設 川千手賢電祈の■下流 20kn

設されるものであり､その工事は今ゃ着々完

囲鏑 幸運鴨用召三源として竃要な役割を持つ山遁護電 成に近づきつゝぁる｡.本簗竃祈は最終設備28,000kVA

日立製作折目立工場
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変電磯5墓が設置される預志し7)もので､完成の囁には軍
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磯に於て終戦後の記録的製品であるばかりでなく､変電

所総出力に於ても君国に痕ては十指に属するものとな

る｡その第一期工事とLて設置される2毒が今岡日立製

作祈に於て完成L目下現地据付中である｡

昭和10年日立で製作された千手築 祈の31,000kVA

重電鳳ま常時に於ける団円記頚晶であり､その道鴇宜蹟

は斯界に誇る優秀さを築拝したのであるが､その後桧花

江の70,000kVAを初め多くの製作経験と研究とを重

ねた15年間の成果はすべて今岡の山遽襲 祈の築電機

に取入れられ技術的の進歩をよく物語っている｡太機は

工場に於て組立てられ種々の詳細な試験が 施された結

果極めて優秀なる成績をおさめたので真如こ東軍電機の概

要を述べたいと思う｡

[Ⅱ]本棟の仕様

婆電機:28,000kVA,11,000V,50/60亡も,36p,

167/200r･p･m･竪軸閉鎖通風風這循章型(茎

気冷却器付)

蓄勢輪致果､(GD2),2,200T-M2(水草及び

励磁機等を含む)

無拘束速度;300r.p.m.

但し将来水車を55二も ランナーにとりかえ

60ユプ運轄をLた場合の無拘束速度330

r･p･m･に封しても充分安全なる如く製作

されている｡

短 比;1･2以上(50こもに於て)

過渡リアクタンス;33ヲ右以下(50エコに於て)

主励磁機:200kW,220V,167ノー200r.p.m.

墜上昇率;600Vノ′sec以上

頂上電壁…;400V 以上

副励滋機:10kW,110V,167ノ′200r.p.m.

アクチューター護 :･･.､:

0.5kVA,90′′110V,18p,25J-30qプ,

167/200r.p･m.竪軸永久磁石蒙電機

[Ⅲ]

第一に山遽護

山遺草電所機器の特異性

所の特異性ほ負荷が主として電車負荷

である粘である｡即ち千手発電所と山遵築 折とのみで
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論 第33奄 第6祝

される場合に於ても充分電革負荷の急激なる欒化に

耐え､且つ雨着の負荷分轄が何れの護電折の機械に対し

ても有害なる値にならない様に計著されねばならないと

云う粘である｡電革負荷の攣動は国鎖の調査資料によつ

て最悪の場合2秒間に約2叩る(基礎負荷100,000kW

の場合)と云う結果になっているので､この負荷欒動の

場合にも､千手､山遊の水草ガバナーの動作と闘聯して

系統が安定運輯を持漬し､且つ南蒙電祈の負荷分漕が邁

切な備になる様にするために山追章

すべき特性が種々検討された

志された｡

所の護電機が具備

果､上記の如き仕様が決

第二に考慮された黙は､敗戦後の否々に残された唯一

の資源である水力資源を吾囲の貧弱なる資材で一カ所で

も多く開護するためには､今後の空電所ほ発電所工事全

捜を考えて資材を最も有数に活用すべきであると云う弥

である｡従って築電機の設計iこ雷ってほ如何にして準電

祈達家の巾及び高さを減少するかに苦心が掃われた｡先

づ巾を減少するためには､従凍の築電機に比して著るし

く外琵が縮少された｡従って鉄心の積厚が大きくなり機

械の冷却が困難となるので､後に述べる如く通風に特殊

の方法が考案された｡又建家の高さを演ずるためには後

に述べる如く空電磯同輯子吊上げのための特殊起重機が

採用された｡

[Ⅳ]餞電機の構造

第1圏は工場にて､組立を完了した染電機全埋の霜眞

であり､第2圏は築電機の断面囲である｡以下変電機の

構造に託て特長のある瓢のみを述べる｡

(1)同 韓 子

弟3臥ま完成せる同轄子の寓眞である｡

系餞風土千手をはじめ従来の大型機に用いられて釆たと

同様の積層式健損である｡この積層式健蹟が無拘束速度

に於て磁極の遠心力を受けると;鞄こ､自身の岡持のため

の燈力に充分耐え得なければならないことは勿論であつ

て､この部分の設計には桧花江の製作常時行われた模型

同輯刊こよる詳細な強度試験､過速度試験等の結果が取

入れられ､自信のある設計を行う事が出来たのであ～)､
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第1固 28,000kVA交流準電機

Fig.128,000kVA Alternator.

完成せる同碩子lこ裁て､組立後300r.p.m.の過速度試

駿が行われ､充分安全なる事を彗肇Lた｡

又膳j卦こは､特に冷難攻果を大ならしめるため､新ら

Lい特殊の積み方が採用された｡(賓用新 374078)具

憶的な積み方の詳細を示すと､瞳戴の扇形片は第4圏に

京す如く-在来の形をしたもの①と､⑦の両端を定寸法

だけ切りとったもの⑲との2種を周いる｡先づ①を従来

の方式と同様に順次各層毎に一極宛ずらせて積んで行
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第2圃 28,000kVA準電機断面固

Fig.2 Section of28,000kVA Alternator.
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く0わかf)易くするために積まれた状態を露関して

見ると第5因の如くなる｡即ち一層目と二暦日とは

一極ずれて合せ目が見られ､≡暦日は更にそれより

一極ずれて合せ目が出ている｡このようにして在来

の如くリーマーボルトを案内とLて んで行く｡

この要領である所定の厚さに積み終れば､次に@

を積むのであるが 風孔を大きくするために㊥は4

枚重ねにしたものを一つものとLて取扱い､⑦と同

じ要領で積んで行けi･ま､㊥は扇形片の南端が切って

あるため囲に元す如く､それだけの孔が磁極間に一

極宛ずれてつくられて行く｡これが2巡した折で再

び①をある所定の厚さ積み､この療作を繰返えして

交互に①､㊥を積んで行けi･ゴ､同靖子の中央附近の

風の通りにくい所に必要な通風孔が出来る｡積み終った

同靖子を示すと第6圏の如く虞々に黒く二つ宛この通風

孔が見られる｡

斯る積み方をした場合の強度は､積厚に比し㊥の部分

は極小であって問題とするに足りないことは理論的に充

分謹明されるが､更に模型試験並に賓物の過速度試験の

節3固 完成せる同時子

Fig.3 Completed Rotor.
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第4固 砥 銭 扇 形 什

軒普通型扇形片 ㊥南端切断せる扁形什

Fig.4 Yoke Segment.

結果によって賓讃された｡

第33巻 第6芸虎

大型機の景陸風よ積層式のものが琶

厚の大なるものに

であり､しかも積

しては軸流フアンと磁極の通風作何

では中央部への通風が困難であり､特に積 式のものに

この通風孔を設けることは非常に困難なために､色々の

苦心が梯われ､例えば桧花江の70,000kVAの空電将に

於てこの通風のため第7圏の如き構造をとったものがあ

る｡これは2コのスパイダーを用い､このため､同梅子

の重量は日立が375常に封し395雷 と5･3ヲ易増して

いる｡しかしながら同轄子中央附近の通風孔のために､

温度上昇に

電気的材

する教果が 著でありヽ これによる

の髄液を考えれば必ずLもこの毒量の

第5国 縫金振展開固

Fig.5 Developed View of Yoke.

第6固 同韓子の三通･風孔

Fig.6 Ventilating Holes of Rotor･

増加が鰹標的に不利なものとは云えない｡しかし

本職に用いた如く特に大Lた加工も行われずして

これと同じ効果が得られる場合に放てほ遠かに飛

躍Lたものであることは諭をまたない｡

叉積層 式胎 を積む場合､従来はリー→←一ボル

トを案内として 200mm 程度の厚さを積む毎に

ジスタントピースを入れて､充分締付けていたの

第7固 A.E.G.社製70,000kVA挙穏健回韓子

の構造と通風

Fig.7 ConstrLICtion and Ventilation of Rotor

for70,000kVA Alternator(A.E.G.〕･

でもるが､今回はブレーキニリノ双■-を利用して特殊の

装置を設け､ブレーキに高墜をかけ充分なカで締付ナる

方法を併用することにユづて在来の穣一冬作業の時間を牛

械せしご､:)ることを得た｡第8匝はこの要熟こよる積み作

業を嘉す｡このち接こ土直接構造上の利粘ではないが､翻

付墜力が充分浸透し､礎 ゆ組立t･こは相常長い時間を要

するもので､裾f､寸工程上時牒満知こも場所的にも非常に放

果のあるものである｡
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第8囲

Fig.8

油歴利用による鰐銭稀み作業

Laminating Work of Yoke

Segments by Presure Oil.

編矧･よ山過とほゞ同じ仕様である日竣市荒JI 祈の

ものと比較してみると第9国の如く､千手や市荒川では

主軸の力向にごつ割としヽ シェリソクリノダをボスの上

1ごから生莞厳して締付ける方法を用いたのであるがl太機

にはボスを一鮭とLノて､アームの先にはリムのない構造

とし､ボスとシ∴ナ7川-ilに同線力を博美るに充分な

を持たせたものである｡斯る構造とすることによって､

形7う､溝口畢iこなり鎧≡法も容易とナにりヽ叉貢読も軽減され

■

-

/し0

プレ′-キリングほ､完妻鋼エr)も墜延鋼材の方が､垂盈

章生に対する性質がすぐれており､転執こリムがないた
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め千手の場合とはリングの振付の構造が断面囲に嘉す如

く大分異り､樫擦熱こよる温度上昇のための膨脹を逃げ

るため､セグメソ1､式とし.､膨脹を囲周方向へ逃げ熱暫

力の更生を ける構造とした｡

(2)国宝子その他

固憲子はスロットの関係で三つ割､それに伴い上部ブ

ラケッ1､のアームは6本とした｡

第1表 婆電機コ イル の破壊電歴

Tablel.Brakedown Voltage ofStator Coil.

商用周波数に於け

る破壊電.墜(kV)

封地絶縁

屏祁絶縁

52

13

衝撃波に於ける破壊
電贋 (kV)

104 106 105

121 110 106

2こ).1 25.7 31,2

25.5 29.6 32.7

但し衝撃波は1×40/椙の標準汲

固定子線輪はマイカを主捜とLた完全なるB穫紹蔵で

ある｡雷撃その他の如何なる衝撃波の侵入に対しても安

全なる如く､従来のものに比し暦聞の絶篠は特に強化し

た｡又対地絶様に対してもコンパウソド眞墨虞理の方法

及びワニス焼付法等従来のものに比し一段と改良され

た｡その緯 耐匪試験に放て第1表の如き優秀なる成董

を示した｡叉暦間

l

~~てミ軒司

宵-
ぎ(針

//

登戸r蕊ンよ豪

脚｣- 用材

∴

∴‡各示ダ払ぺ′∠拷･亮

挽7
戯財

第9団:柘絨の棒迎 右:山遊式､左:千手､一甘荒川式

Fig･9 Construction of Spider,Right:Yamabe

Type,Left=Senju,Ichiarakawa Type.

の保護装置を取付けるため､按幣

は2Y8こなっている｡従って千手そ

の他の機械に採用された従来の方法

でほ窒際の僅かの不同その他の

によって一相中の2太の並列同路♂つ

間に横流が流れる場合がある｡二れ

を防ぐために第10国の(b)に示す

如く､並列同路は全周で全く封構グ)

位置におかれl横流の生じない様に

接続された｡試験の結果この構流は

軽負荷定格竃匪の場合 約17Aであ

りヽ これは全員荷電

%に相質し､全く無視しうる値であ

った｡第11圃は完成せる固宕子の

富眞を示す｡
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†､こJ

帝10固

Fig.10

固定子捲線接

評 論

･､)

固 (a)従来方式 (b)改良方式

Connection of Stator WindiLlg.

(a)ConventionalMethod.(b)lmproved Method.

節11固 固定子 F王g.11Stator.

推力軸受は同璃子の重量166宵■ と水車同韓部分

並に水医との合計330雷の推力iこ耐えるものであ

る｡推力軸受の損失は

A′=そ囲PJ

て月8一γ3
月2一γ2

で表わされる｡真如こ〟は滑りの摩擦係数､〟 は角

速度､Pは全推力､Rほ軸受の外車琵､γは軸受

の内半径を元す｡上式で見られる如く油膜の厚さが

許容範囲にある限りヽ屈を小さくする程摩擦損失

は少くなることは明らかで､この粘日立式の推力軸

受はミッチェルの潤滑理論より≡葺いた､最も合理的

な偏心安特によって喫状の油膜の形成を容易ならし

第33巻 第6芸虎

める構蓬としているため､かな

り高い匪力を持たすことが出

来､安全iこして損･矢の少い推力

軸受たらLムうている｡しかも

0･5～1r.p.m.程度の低速でも,

縄封に油膜の切れないことは､

軸の壬射し調整等の際非常に低i奉

で廻しても油膜の切れないこと

から賓謹されている｡

制動装置に於て在来ブレーキ

シューの粉末(アスベスト及び

銅粉)が長い間の運轄中に飛散

L､下部ブラケットの上は云うまでもなく､通風作用

によって固定子にまで遮り込まれ通風孔をふさぎ､峯

気冷却器を用いて清掃な茎気を循環せLめると云う主

旨にも反していたのであるが､今岡のものは第12囲

に京ナ如くl制動輪とブレーキとを囲むことによって

この飛散を防ぐ一方法が ぜられている｡(賓用新案

374079)叉シューが摩耗した場合シ′ユーの支え板をす

らないようiこストッパーをつけ､摩耗してLまえば働

かなくなりlこれの取替は飛散防止板の一部を奴ほず

して簡撃に行えるようにしてある｡

叉消火装置ほ従来は上部ブラケッ1､の下にパイプを

廻わし､これの所々く･こノツズルをつけて､有事の際は

欝12固

Fig.12

ブレーキシユ{粉末飛散防止装置

Prevention for Scattering of

Brake Shoe Powder.
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水を噴射せしめていたのであるが､これでは下側の方に

充分の水がかゝらないため､下側にも上と同様な構造の

ものを設け､上下から水をかけるようにし′た｡しかL一運

轄中は同轄のために水が分散して効果があるが､急停止

をかけて運輯がJLまれば､ノツズルから出る水は局蘭的

にのみ常り充分の目的を達しないおそれがある｡従って

停止中にも消火が有数であるように､/ツズルに噴霧式

と噴射式とを併用し交互にこれを取付けl 輪中ほ主と

して噴射式､停止中は主として噴霧式によって如何なる

場合にも有数適切に瀾火せしめる方法を採用した｡(官

用新案377487)

基気冷却器は凪が固定子から出る祈え直接固窟子に取

付け､冷却された室嘉が風洞内へ吐出され､上部ブラケ

ット及び基礎コンクリートに穿った孔を通って上1ごむ･フ

アンに呼び込まれて循環する構蓬となっている｡叉萬一

基気冷却蕃の給水が停止したような場合i･こは直ちに風道

換気塑往こきりかえ得る如き構造になっている｡

空芝電機組立の 最後の仕上としノて軸の壬尉~し及び推力軸

受の水平の調整が行われる｡前者ほ主軸と推力軸受の同

時部分例の摺動画との直角匿を修正するものであり､後

者は絶封的の水平てはなく､据付時の水草及び草竃槻の

中心に軸心があうように調整するもので､一股にキング

ス 整と構せられているものである｡この両者を完全に

出すためには人力iこよって同梅子を蹴って狙わすと云う

原始的な方法が用いられて来たのであるが､小さいもの

はこの方法も簡単であり容易であるため便利であるが､

大容量のものには柑雷の努力を必黎とし首賛するもので

廻わさずに調整する方法も考えられ､行われたこともあ

るが精度の粘からは矢張り廻わLて る方が望ましく､

太機に於てほ最初から簡肇な機械力を利用する方法を計

宣した｡この方法ほ起軍磯のリフトを利用L､同梅子捧萱

鏑にワイヤローブを捲く金具をつけてロ㌧-プをまき､上

部ブラケットのアーム■にロープの方向をかえる滑車をつ

けて-この-1←一プの端をフックにかけ､クレーンを上げ

ることによってロープを引張り､姐鴨する如く装置した

ものである0これによって起動すれば推力軸受にほ油.摸

が生成し､低速でも油膜が縄封に切れることなく容易に

廻醸し､目的を達することが出来る｡

更に直接護

451

機に封Lてゞはないが､超克確に朝らし

い方式が用いられ､重電祈の建屋に勤して劃期的なもの

となった｡,即ち在来の起重機により極力クレーンリフト

を小さくとって設 `し∴た場合と新らLい吊り上げ方法に

よった場合とを比較すると第13圃の如くになる｡左囲

⑦喜β詰細

節13固 同玲子吊上げ方式による速襲比較固

左:従来の方式 :右:新方式

Fig,13 Comparing View of P.S.Building by

Lifting Method of Rotor.

Left:ConventionalMeth()d

Right:New Method

は昭和18年頃在来の方式によって設計されたもので､

山遽と大粒同一容丑の日護市荒川護馬術(30,0〔OkVA,

11,000V,60㌔,200r･p･m･)の建屋の例であるが護電

機床面より起電機軌條面まで16,200mm,同梅子の長

さ6,600mm,バーレルの高さ 3,200mmであって､

賢電機の寸法は山造と殆ど攣らない｡LかLながら賢電

機の分解組立をすることはめったになく､この際同梅子

を抜いたり入れたりする場合のた捌こ常 不要な高い建

屋をつくっておくことば不経済であって､護 祈に於て

吊り上ぐべき重量物は特宕なものに限られ､高さが問題

となるのほ廻時子に限られている有様で､これに一般用

の起貢磯をf凱､るから建屋も高くなるのである｡従って

岡持子の吊り方に特殊の方法を考えれば､建物ほ遠かに

低くてすむ筈である｡この目的に拾うように考えられた

のが山遊寄 祈である｡これにはフックの部分を少L坂

造すればよく､第13圏⑦動こ示す如く､フックの代り

に囲の如くシ/ヤフトを中へ通せるような金具とL.､南端

をロ【プブ←リーで支え､クレーンのドラムに通じてお
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けば､ロープを捲き上げることによってシャフトはオー

ダーの中まで入り､軌條両道の高さほ非常に小さくて済

む｡又同碍子以外の重量物を吊る場合にはlこのシャフ

トを入れる孔へ別に用意せるフックを入れ､そのスラス

1､べヤリングの上でナットでこれを止めるようにすれば

在来の起重機と同じ働きも出来ることになる｡J山 の場

合･は右囲の如くこのような吊り方によって在来のものか

ら3.4m建屋を縮小し得たことはその設備費の逓減に

役立つこと大なるものがある｡(特許185472)

山遵の場合シャフトの頂部のリングキーり購を利用L

たが､場合によってほシャフトの中間にこの満を設けれ

ば更に高さをつめ得ることも田ラ降ると思われる｡｣

[Ⅴ]畿電機の特性

本草電機は工場にて完全なる組立を行い､各種葦寺性に

裁て詳細たる 除が行われた結果､あらゆる執こ極めて

優秀有る成績をおさめた｡

(1)能率､告巨 の良否はその機械の良否を判屈する

最も大きな因子であり､吾々は常に材料の面､設計の面

に於て能率向上のため努力しているのである｡木機に於

て特に考鷺された瓢としては､例えば固定子鎖心には欒

第2表 替 碩:横

評 論 第33巻 第6景虎

匿器用の最高級珪素鋼板を用いた事､固定子外径を小に

Lて固窟子線輪端を短かくし､銅損を少しでも減少する

様考寝せる専､同梅子外国を小にして風賃の減少を計つ

た事等である1｡又賓襟運輯の場合を考えると前に述べた

如く特殊の通風方式を採用した 呆極めて濁度の低い機

械となったので､それだけ銅損失は少なく第3表に示す

伯よりも~更に能率はよくなる｡工場試験の結果の葦率及

び損失を第2表に表す｡

(2)温度上昇 前逃せる如く同梅子に有効なる通風

孔を設けた 果､従来の 漬に此して著るしく湿度上昇

を低下さす事が出来た｡二工場では貿負荷試験は行えない

ので域執温度上昇試験と､銅坑湿度上昇 験とに分けて

行った結果を第3表に示す｡その他同表に示す如く､集

環の濁度上昇試験も全負荷界磁電流にて行った 果そ

の渥度上昇は極めて低い値を示している∴本職は墨扁冷

却器何であるが､工場試験は毒気冷却器なしで試験を行

い､毒気冷却静は別に 純なる試瞼を行った｡叉無負荷

無電墜温度上昇試験も行ったが､この場合の各部温度上

昇は極めて僅かであったので､定格負荷の場合の躍匿上

昇;ま鎖損濃度上昇と銅損温度上昇とを単に算術的に加算

したもので充分正確であると思われる｡

の 能 率 及 損 失

Table2.E缶ciency and Loss of Generator.

50 60

/り∂/

負 荷 kVA!28000

電機ナ銅損kW

界磁銅損kⅥ7

銭 損kW

標題負荷損kW

機 械 損kW

主隠蔽機損kW

槌副際磁磯損kW

118.5

79.2

220.0

63.0

96,7

13.1

1.55

全 損 失kW!592.05

短 絡 比 ■1.31

電塵 到率 %
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認
副牌磁磯損巾には主､副励磁機の機械損を含む｡
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第3糞 婆 電 機 の 泣 直 上 昇

Table3.Temperature Rise of the Generator.

､■l･tいIm 盤 上 昇 OC

電機ナ線輪(埋立濃度計)

毒栽 心

界 破 線 輪(抵抗

晃乍E環

刑 子

法

(界磁電流

(50こっ735A)

(60ニフ640A)

(50一つ740A)

(60エフ640A)

鹸(11000V)

駕1.15･4

齢;16,1

尊5 14･2

23.3

17.7(475A)

銅損試翰(1470A)

14･0.酎

12.3 きヒ3

13.5 鏑5

幾2 奏25.6

12.2

8.7(350A)

(3)特殊試験 各種リアクタンスは各々彗測により

求められた｡叉第14圏に示す≡相矩絡試験のオッシロ

グラムより 渡時に於ける各種リアクタンス､時常数等

の特性が求められた｡~その他前に述べた如く 税各柑内

に於ける並列同路間の横流の測蓑､軸端電塵≦の測定等が

.′てくされたが何れも極めて少なく､賓用上殆んど無祓して

_良い程度である事を確認した｡又
線に封しては衝撃

墜試験､衝撃波侵入の場合の一帽直列コイルの電匪の分

布の状況等も測定された｡前述の如くlコニ場内で無拘束

退廷までの過速度試験が行われた事ほ過去に於てもその

宅例ほ髄沈て少なし㌧二工場に於てほ現地に於ける据付に

ば巾
+

此 も偶のものであり､極めて不｢安定な状態に

ぁる-が､太機は振動も少′亡く､機械的にも充分の確信が

あったので､組立試験のまゝの状態で行い何ら不具合の

鮎ほなノトった｡

作杵/脚/♂山辺〝納～♂〟β〟〃月Cβ βJC♯〟

定格負荷推定値

42.6

35.5

42.4(735A)

十川｣ 27

十側

[Ⅵ]周】 磁 機

太機は先年製作した千手護

-■倒:31

一･側
31

祈の励磁機と略同一の仕

であるが､外囲･こ於てほ約80%､貢量に於ては約60

ヲ右になっている｡而も特性は前記電墜上昇率600V/sec

第4表 励磁棟のi盈匿上昇

Table4.Temperature Rise of the Exicer.

〟柁

r 三相旭紘瞬【持電流オシロクラブ
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E窟州 t1..

Fjl
レ相:∴:::

】珊
¥一冊;亨き■ぎl し

1

･W榊淵■しlV紺 t 州

.1..り.1
j

1■1■■州`■=両州=…･帖帖両･伸一■▼ 一字

紬㈱帖帖州.……川叶劇州叫.冊州

第14固 ≡相葉頭絡試験のオシ′ログラム Fig.14 0sci1logram of3Phase Short Test.
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以上頂上
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匪400V以上を満足している事は勿論であ

るがl湿度上昇に於ても第4表に京す如く極めて低く､

充分信撰度の高い機械と云う専が出来る｡而も紹 法と

しては主励磁槻の補極､電機子等にはB榎紹稼が採用さ

れている｡

日動 監制御は､振動型自動 匿語弊静 こより副励磁

機の励磁電流を調整して行う方式を採用しているが､低

速Ⅰ萱の馬､励磁 流は相嘗大きな値となるのて分巻竜泉輪

ほ並列とし個々の調整器の調整電流値を小とし､調整器

の賃傷を少なくする様考慮してある｡ノ叉分巻線輸出

外に僅少の直巻惧輪を きl励磁電 急襲時の閻魔邁蘭

を防いでいる｡

線路充電時､交流護電機励磁;を弱める に副励磁磯と

主励磁機の界磁線輪こよ直接按醸せず､副励磁磯の電機子

端子を大なる抵抗により結び､抵抗の任意の二黙に主励

磁磯界磁線輪を按致し､此の二粘の位置を随意攣更する

事により如何なる最低励磁も輿える事が出来る｡更に逆

励磁も可餞な如くしてある｡

前記の様に主.潮磁機の頂上

際副階蔭(

匪カミ高いためl此を出す

の負荷は定格値に比†ノ相思大となるのでヽ酵

流上特殊の考置を沸い､刷子電流密度

磯に比し低く月支られている｡

も通常直節鞋雷

評 論

常直流蔓

第33奄 第6董虎

機は定格雷墜で最良の整流状態となって

いる場合l低電匪で､ 流値が同じ場合では漏洩磁束の

羞と､鏑部分の飽和度の関係によって過整流となる傾向

を有している｡しかし励磁機の場合は殆んど常に定格値

より相常低い電墜で作動するのが常であるから､この雨

老を合せ考ぇ如何なる場合も火花を顎しない様設計製作

Lてある｡.此の賃§に:王各磁気同路の構成材料も充分綿密

た検査の上使用されている｡各部の機械的眼圧ほ無拘束

速度に於ても充分の安全度を持っており､細部にわたつ

て検査を行った材料を使用している｡

[Ⅶ]結 口

以上述べた如く末技電機に於ける特長は､設計に雷り

賢ノ霞折全琶豊の建設費用を遮撰するため種々の努力がたさ

れた事､能率の優秀なる事､通風方法その他に斬新なる

考案が採用された事､詳細なる工場試験特iこ過速度試験

がなさjtナニ事等である｡現地に於ける据付も近く完成す

るのでその試験結果も遠からず太誌上に賢蓑田来る預定

である｡最近米国に於て製作された萎 機と比較Lて

も､あらゆる粘で太磯が世界に放ける最高水準に到達し

ていると認められる事は邦家にとって誠に喜ばしい事と

思う｡




